
事例発表
一般社団法人南阿蘇村農業みらい公社



南阿蘇村の概要
地形、気候

南阿蘇村は阿蘇カルデラの南部、阿蘇五岳と外輪山に囲まれた南郷谷に位置します。

夏でも冷涼な気候で、年間平均気温は14.6℃、年間降水量は約2,900mmです。

人口

令和４年11月30日現在 100,155人です。



南阿蘇村の男女別産業別人口

南阿蘇村人口ビジョンより引用



南阿蘇村の農業

・経営耕地面積は1995年からの20年間で田256ha、畑151haの合計407haが減少しました。

・農業就業人口は新規就農者が少なく、高齢化が進んでいます。

・品目別農業産出額では 稲作が大きく減少し、野菜と畜産では

増加しました。

・安い輸入農産物が増加する中で農家の将来展望は厳しい状

況です。

経営耕地面積 単位：ha

1995年 1,998 416 2,414

2015年 1,742 264 2,006

差 -256 -151 -407

合計年 田 畑



村の取り組み例（Ｒ３年まで）

農業公社の設立（R3年10月）
・農地仲介事業
・新規就農者育成研修
・ソバの収穫・乾燥調製および販売

有機農業の推進
・村堆肥センターの堆肥に対する半額補助
・環境保全型農業直接支払交付金の活用

民間企業と連携した地下水涵養や水田オーナー制度等
・民間企業からの寄付を財源に冬季湛水に取り組む農家に補助



冬期湛水 （R3年実績105ha）
趣旨に賛同された企業様からの寄付をいただき、冬期湛水する農家に補助



南阿蘇村農業みらい公社

社名 一般社団法人 南阿蘇村農業みらい公社

代表者 理事長 吉良清一（村長）

所在地 熊本県阿蘇郡南阿蘇村両併９９５ （旧両併小学校）

設立 令和３年１０月１日

資本金 ３，０００万円（１００％村出資）

事業内容
農地仲介事業
新規就農者育成事業
ソバの収穫・乾燥調製および販売



農地仲介事業 （村農業公社のＨＰに掲載）



新規就農者の育成

・地域おこし協力隊として、南阿蘇で農業をしたい人を毎年6名募集

・研修期間は原則２年間

・農地仲介事業で村農業公社が借受けた農地で水稲、麦、大豆、
落花生、露地野菜類などを栽培して技術と知識を習得

・今年度は5人の協力隊を採用しており、うち4人が有機農業希望

・村内の有機農業を行っている農家に行って技術を学んだり、山都
町の「有機の学校」や熊本県有機農業研究会の研修等に参加



新規就農者の育成



水稲の有機栽培実証



ゴマの有機栽培実証



耕作放棄地の草刈り（8月）



ニンニク植付け機の実演会(10月)



オーガニックマルシェin南阿蘇（10月）



有機農産物の流通（調印式）


